
JTBコミュニケーションズ九州 092-751-0074担当：手島・石丸 月曜日～金曜日（９:30～18:00）お問い合わせ

【運行】
【福岡発 ⇒ 八女ICバス停】

【熊本発 ⇒ 八女ICバス停】
熊本交通センター行

博多行

博多駅交通センター発（天神経由）

熊本交通センター発

①

②

往 

路

【八女ICバス停発 ⇒ 福岡】
博多駅交通センター行（天神経由）八女ICバス停発

熊本交通センター行八女ICバス停発
③
④

復 

路

詳しくは「茶のくに」ホームページを検索！  http://chanokuni.com/
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乗車方法 乗り場で乗車の旨お申し付け下さい。

※試験運行のため、降車後簡単な
　アンケートにご協力願います。無 料
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八女ICバス停下車後、無料送迎タクシーが迎え ⇒ 伝統工芸館へ（約15分）
帰りは伝統工芸館 ⇒ 八女ICバス停まで送り。

八女市 IC ～伝統工芸館まで
無料送迎タクシー運行！ 
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お問い合わせ／八女市役所観光振興課　℡0943-23-1192（平日）
詳しくは「茶のくに」ホームページを検索！ http://chanokuni.com/

オープニング
セレモニー
おりなす八女及び白壁の町並み
2月11日（土・祝）　午前10時～

場所
内容

日時

●八女市福島地区一帯
10:00～17:00

十二単衣、束帯姿を身にまとった男
雛・女雛を先頭に、かわいい子ども
たちがおひなさまの仮装でパレード
を行います。

◆日　時／期間中の土・日曜日
◆コース／

ひなめぐり
巡回バス運行

11日 11日2月
●平成24年

3月土・祝 日
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り

ま
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り

おひなさま
パレード

八女文化会館
（２月１１日は“おりなす八女”）
・商店街・白壁の町並み

２月１１日（土・祝）
２月２６日（日）
３月  ４日（日）

午前１1時
午前１1時
午前１1時

会場

内容

日時

八女文化会館を発地とし、福島八幡
宮までを八女の保育所・幼稚園児が
おひなさまの仮装でパレードを行い
ます。

十二単衣と
束帯姿の結婚式

宮野町福島八幡宮

２月２６日（日） 午前１０時～
３月  ４日（日） 午前１０時～

場所
内容

日時

八幡宮で神前結婚式を行った新郎新
婦が十二単衣と束帯姿でパレードを
行います。

和服でめぐる
八女のまち

町並み界隈（受付・横町町家交流館）
３月4日（日）・11日（日） 午前１０時～

場所
内容

日時

和服を着て白壁の町並みを散策しま
しょう。参加者にはミニ雛人形のプ
レゼントや抹茶の接待や写真撮影な
どの特典があります。

（10か所）横町町家交流館、八女人形
会館、八女伝統工芸館、べんがら村、
緒方仏壇本店、城後仏壇店、西日本新
聞AC福島、井上商店、大渕宝飾、八
女仏壇センター

スタンプラリー
期間中（２月１１日～３月１１日）

場所
日時

おひなさま
供養祭

宮野町福島八幡宮
３月上旬予定

会場
内容

日時

役目を終えたおひなさまに感謝の気
持ちを込めて供養を行います。

供養料金 ◎置いていく場合　２，０００円
◎持ち帰る場合　　１，０００円

◆期間：２月18日（土）～２月26日（日）
◆会場：八女市立花町谷川梅林「夢たちばな観梅会」

西鉄お客さまセンター（受付時間６：00～24：00）
電話0570-00-1010または092-303-3333

運行日：２月18日（土）、19日（日）、25日（土）、26日（日）

★直行バスの問い合わせ★

広大な敷地に約3万本の白梅が咲き乱れます。
期間中の土・日と20・21日限定で竹あかりの
幻想的な世界も楽しめます。

●観梅会期間中、天神バスセンター～八女伝統工
芸館まで片道：1,500円で西鉄直行バス運
行！（八女伝統工芸館から観梅会会場までは送
迎バス（有料）をご利用ください。）

八女伝統工芸館～横町町家交流館
～ぎゃらりぃ和希～八女市役所～
伊藤勘助商店～堺屋を巡回
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